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１．審査方式 
 
  「令和８年度 第２１４号 令和９・１０・１１年度下水道施設包括的維持管理業務委

託（長期継続）」を実施する事業者は、専門的な知識やノウハウ（運転管理能力、維持管

理能力、運営能力等）を有することが必要となるため、その決定にあたっては、価格及び

その他の条件（技能、技術等）によって決定する公募型プロポーザル方式を採用する。 
  この審査評価基準は、公募型プロポーザル方式により事業者を決定するため、業務要求

水準書及び特記仕様書等の内容について、提案書を可能な限り客観的に評価する基準とし

て示すものである。 
  審査は、令和８年度 第２１４号 令和９・１０・１１年度下水道施設包括的維持管理

業務委託（長期継続）プロポーザル審査委員会（以下「審査委員会」という。）において

行い、最優秀提案者及び次点者を決定する。 
  なお、委員数は６名とする。 
 
（１）公募型プロポーザル方式の手順 

    公募型プロポーザル方式の手順は、次のとおりである。 

     ア）参加意向の確認 

        審査委員会は、プロポーザル参加申込書により参加意向を確認する。 

     イ）最優秀提案の選定 

      ①提案価格の確認 

        審査委員会は、提案書に記載された委託料の見積価格が実施要領に示す委

託料の上限額（消費税及び地方消費税に相当する額を含まない額。以下「委

託料上限額」という。）を超えていないことを確認する。提案書に記載され

た見積価格が、実施要領に示す委託料上限額を超える場合は失格とする。 

      ②提案内容の定量化審査 

        審査委員会は、審査の過程において、プレゼンテーション（提案説明）の

実施を求め、提案書に記載された内容、またそれらの説明及び審査委員会委

員からの質疑に対する回答等を総合的に判断し、この審査評価基準に示す得

点化基準に従って評価するとともに各評価項目を得点化し、提案書について

順位付けを行う。 
審査委員会は、評価得点の合計が最も高い最優秀提案者を選定する。 

        なお、同点の場合は見積価格の低い方を最優秀提案者とする。 
        ただし、評価点の最下限は提案点数合計の６０％にあたる３２４点に満た

ない場合、最優秀提案者及び次点者として採用しないものとする。 
     ウ）受託予定者の決定 
        審査委員会は、最優秀提案者を受託予定者として決定する。 
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        なお、受託予定者が契約できない何らかの事由が発生した場合は、評価点

による次順位者の順位を繰上げ、次点者と協議を行うこととする。 
 
（２）受託予定者決定、契約締結までの流れ 

プロポーザル実施の公示 
実施要領等（実施要領、要求水準書、様式集等）の公表 

                          ↓ 
参加申込の受付（プロポーザル参加申込の提出）・参加資格の確認 

                          ↓ 

参加資格審査結果通知 

                 ↓     

提案書の提出 

                          ↓ 
 

審査委員会による最優秀提案者の選定プロセス 
 

見積価格の確認（見積価格が委託料上限額を超えていないことを確認） 

                     ↓ 委託料上限額を超えている場合 →失格 
提案内容の定量化審査 

（各評価項目における提案を、この審査評価基準に基づいて評価） 
                     ↓  

最優秀提案者の選定（３２４点に満たない場合は失格） 
 

                           ↓ 

審査委員会による受託予定者の決定 

                         ↓ 

契約内容の協議 

                          ↓ 

令和９年度甲賀市下水道事業会計予算の成立後、 
令和９年４月１日付けで契約締結 
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２．資格確認の方法 
 
（１）確認の項目 
    プロポーザル参加申込書により、参加に必要な資料を満たしているかを確認し、そ

の結果を事業者に対して通知する。 
 
３．提案価格の確認 
 
（１）確認の項目 
    見積価格が、委託料上限額を超えていないことを確認し、見積価格が委託料上限額

を超える場合は失格とする。 
 
４．定量化審査の方法 
 
（１）審査の方法 
    提案書に記載された内容について、次の審査方法に従い定量化する。 
     ア）定量化審査の基本方針 
        定量化審査による得点が総合評価の値となるため、その配点及び得点化基

準については、本市が本業務委託に期待する事項の必要性又は重要性を勘案

して設定する。 
     イ）審査における項目別の配点 
        前記の定量化審査の基本方針を踏まえ、配点について次のとおりとする。 

評価項目 評価点（満点） 
提案点 ５４０点 

   価格点  ６０点 
合計 ６００点 

 
① 提案内容の配点（６名×９０点＝５４０点） 

 
審査項目 配点 

受託実績について ５点 
維持管理等業務に関する基本方針について １０点 
業務の執行体制及び人数について １５点 
技術の向上及び継承について １０点 
異常事態等発生時の対応について １０点 
処理場運転管理・管路管理・保全管理の内容について １０点 
水質分析業務等の内容について １０点 
追加提案について ２０点 

合   計 ９０点 
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② 価格についての配点 

        価格の評価については、以下の得点化方法で行う。 
        得点＝（最も低い見積金額／当該事業者の見積金額）×６０点 
        ※得点は、小数点以下切り捨て 

 
ウ）定量化審査における得点化方法 

        各項目について、定量化審査を行い、評価できる場合はその項目に定める

得点を付与する。 
 
        別紙の審査評価基準の項目ごとに評価し、次に示す４段階評価による得点

化基準により得点を付与する。なお、得点（提案点、価格点）は小数点以下

切り捨てとする。 
 

評価 評価内容 得点 

優 当該項目に関して特に優れている 配点×1.00 

良 当該項目に関して優れている 配点×0.80 

可 当該項目に関して要求水準を満たしている 配点×0.60 

不可 当該項目に関して業務を遂行することが困難 配点×0.00 

  
 
（２）定量化審査の評価項目及び配点 
    別紙の審査評価基準に示す配点に従い、提案書に記載された内容を得点化する。 
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【 別 紙 】 

審査評価基準 

No 評価項目 評価の視点 配点 

１ 受託実績について 

(1) 本市の精通度について 

(2) 受託実績について 

(3) 資格を保有する技術者の状況について 
５ 

２ 
維持管理等業務に関

する基本方針につい

て 

(1) 業務執行に関する基本的な考え方について 

(2) 業務執行上における効率化、コスト縮減、環境保

全・省エネ対策に関する考え方について 

(3) 情報管理に関する考え方について 

(4) 業務執行にあたり、他者との相違点・独自性及び

特に強調すべき事項等について 

１０ 

３ 業務の執行体制及び

人数について 

(1) 業務の実施体制、責任分担、配置人数に関する考

え方について 

(2) 配置予定従事者・技術者等の資格及び実務経験に

ついて 

(3) 勤務体制及びバックアップ体制について 

(4) 配置予定従事者・技術者等を確保することにあた

っての考え方や雇用計画について 
(5) ワークライフバランスの充実、イクメン、イクボ

スへの取り組み、地元雇用の促進、女性雇用の

促進など社会情勢を反映した取り組みについて 

１５ 

４ 技術の向上及び継承

について 

(1) 配置予定従事者・技術者等の人材育成の考え方や

現場研修計画について 

(2) 技術力を向上及び安全衛生教育等の方策や取り組

みについて 

(3) 業務の執行を通じて、新たに習得した技術の継承

方法について 

(4) 契約期間満了時における業務の引継ぎ方法等につ

いて 

１０ 

５ 異常事態等発生時の

対応について 

(1) 施設・設備等の故障発生や停電時における具体

的な対応策、連絡体制等について 

(2) 処理水の水質異常発生時における具体的な対応

策、連絡体制等について 

(3) 自然災害や震災等の緊急事態発生時における支

援協力体制等について 

(4) 新型インフルエンザ、新型コロナウイルス等の

感染症発生時における対応について 

(5) 管路溢水発生時における対応について 

 

１０ 
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６ 

処 理 場 運 転 管 理 業

務・管路管理業務・

保全管理業務の内容

について 

(1) 処理場運転管理業務及び保全管理業務の執行上に

おける考え方や留意事項、放流水の安定した水

質確保のための取り組みについて 

(2) 電気・機械設備の保安・保守点検業務の執行上に

おける留意事項及び適正な維持管理のための取

り組みについて 

(3) 軽微な故障の復旧、予防保全による故障の未然防

止など、施設・設備の延命化の方策について 

(4) ポンプ場及びマンホールポンプ維持管理業務の執

行上における考え方や留意事項及び適正な維持

管理のための取り組みについて 

(5) 日常的維持管理業務における留意事項について 

１０ 

７ 

水質管理業務・環境

整備業務等の内容に

ついて 

(1) 水質管理業務の執行上における考え方や留意事

項、水質向上のための取り組みについて 
(2) 水処理用薬品類の受入れ・管理等の業務に関す

る考え方について 

(3) 施設の清掃・除草業務を実施するうえでの考え

方について 

(4) 施設等の安全対策や警備強化のための取り組み

について 

(5) 備品・消耗品管理を実施するうえでの考え方に

ついて 

(6) 修繕業務を実施するうえでの考え方について 

  

１０ 

８ 追加提案について 

(1) 甲賀市下水道事業のサービス向上につながる追加

提案について 

(2) 下水道事業イメージアップ活動等の提案について 

(3) 追加提案にかかる費用について（提案額内、提案

額外か） 

(4) 地域貢献に関する提案について 

(5) 汚泥肥料利用に関する提案について 

２０ 

 


